
　

昨
年
12
月
議
会
で
、
地
下
鉄

事
業
の
民
営
化
の
内
容
を
定
め

る
「
民
営
化
基
本
方
針
」
が
維

　
「
な
く
す
な
！
大
阪
市　

売
り
飛

ば
す
な
！
市
営
地
下
鉄
・
市
バ
ス
」

と
、
大
阪
市
議
会
の
開
会（
14
日
）を

前
に
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会（
よ

く
す
る
会
）と
大
阪
市
対
策
連
絡
会

議（
市
対
連
）、
大
阪
市
営
交
通
の
会

が
７
日
夜
、
大
阪
市
東
成
区
内
で

「
市
民
要
求
前
進
を
め
ざ
す
２
・
７

市
民
集
会
」
を
開
き
、
約
５
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
３
団
体
を
代
表
し
て
開
会
あ

は
、
現
在
の
24
区
を
８
区
に
合

区
す
る
「
総
合
区
」
案
を
議
会

に
示
し
ま
し
た
。

　

市
は
昨
年
８
月
か
ら
全
24
行

政
区
で
、「
総
合
区
」
と
「
特

別
区
」
に
関
す
る
「
住
民
説
明

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
１
月
末

に
終
了
し
ま
し
た
が
、
住
民
説

明
会
の
参
加
者
数
は
、
定
員
の

28
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
も
「
関
心
の
低
さ
露

呈
」（「
読
売
」
１
月
29
日
付
）と

書
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
吉
村
市
長
は
、
来

年
２
月
議
会
に
「
総
合
区
」
の

設
置
条
例
案
を
提
案
す
る
意
向

を
表
明
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

よ
り
法
定
協
議
会
設
置
の
提
案

が
先
。
維
新
の
狙
い
が
あ
く
ま

で
大
阪
市
解
体
に
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

２
５
年
の
万
博（
国
際
博
覧
会
）

誘
致
で
す
。

　

両
氏
は
府
市
共
同
の
「
Ｉ
Ｒ

推
進
局
」
を
４
月
か
ら
設
け
る

た
め
の
関
連
議
案
を
府
市
両
議

会
に
提
出
し
、
Ｉ
Ｒ
の
構
想
案

作
成
や
調
査
費
な
ど
を
、
府
市

折
半
で
新
年
度
予
算
案
に
計
上

す
る
方
針
で
す
。

　

昨
年
12
月
の
国
会
で
、
刑
法

い
さ
つ
し
た
市
対
連
の
井
上
賢
二
代

表
は
、「
夢
洲
に
カ
ジ
ノ
を
つ
く
る

よ
り
、
市
民
の
福
祉
・
医
療
・
教
育

を
守
る
の
が
役
割
。
維
新
政
治
を
終

わ
ら
せ
よ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

各
分
野
・
地
域
の
代
表
10
人
が
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
、「
市
民
の
足
を
守

る
市
バ
ス
を
」「
地
下
鉄
ホ
ー
ム
に
転

落
防
止
柵
の
設
置
を
」「
住
吉
市
民
病

院
廃
止
で
医
療
空
白
を
生
む
な
」「
教

育
破
壊
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
は
大

問
題
」「
市
職
員
へ
の
権
利
侵
害
は
市

民
犠
牲
へ
の
入
り
口
」
な
ど
と
訴

え
。
全
国
カ
ジ
ノ
賭
博
場
設
置
反
対

連
絡
協
議
会
の
新
川
眞
一
事
務
局
次

長
が
連
帯
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団
の
山
中

智
子
幹
事
長
が
報
告
し
ま
し
た
。
山

中
氏
は
、
吉
村
維
新
市
政
が
大
阪
市

基
本
方
針
」
は
昨
年
３
月
議
会

で
維
新
・
公
明
の
賛
成
で
可
決

さ
れ
て
お
り
、
吉
村
市
長
は
今

新
・
自
民
・
公
明
な
ど
日
本
共

産
党
以
外
の
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
バ
ス
の
「
民
営
化

　

大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特
別

区
」
に
再
編
す
る
「
都
」
構
想

の
再
挑
戦
を
掲
げ
て
き
た
松
井

知
事
と
吉
村
市
長
は
、「
特
別

区
」
の
設
計
図
を
つ
く
る
法
定

協
議
会（
知
事
・
大
阪
市
長
、

府
市
の
議
員
で
構
成
）の
設
置

議
案
を
、
再
び
提
案
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
松
井
、
吉
村
両

氏
は
設
計
図
＝
特
別
区
設
置
協

定
書
を
ま
と
め
、
そ
の
賛
否
を

問
う
住
民
投
票
を
来
年
秋
に
も

行
い
た
い
と
公
言
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
吉
村
市
長
ら
は
、
大

阪
市
を
残
し
た
ま
ま
区
の
権
限

を
強
化
す
る
「
総
合
区
」
の
導

入
に
公
明
党
が
積
極
的
な
こ
と

か
ら
、「
総
合
区
」
の
検
討
も

進
め
て
い
ま
す
。
今
月
６
日
に

　

松
井
、
吉
村
両
氏
は
２
０
１

５
年
の
ダ
ブ
ル
選
後
、
大
阪
の

「
副
首
都
」
化
を
打
ち
出
し
、

こ
と
し
１
月
末
に
中
間
的
な
取

り
組
み
方
向
を
明
ら
か
に
し
た

「
副
首
都
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
経
済
成

長
面
」
の
目
玉
と
さ
れ
て
い
る

の
が
、
カ
ジ
ノ
を
核
と
し
た
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）と
２
０

で
禁
じ
ら
れ
た
賭
博
で
あ
る
カ

ジ
ノ
を
合
法
化
す
る
「
カ
ジ
ノ

解
禁
推
進
法
」
が
、
自
民
、
維

新
、
公
明
の
多
数
の
賛
成
で
強

行
可
決
。
１
年
以
内
に
制
定
す

る
と
さ
れ
て
い
る
「
実
施
法
」

が
で
き
て
も
い
な
い
の
に
、
カ

ジ
ノ
誘
致
に
暴
走
す
る
維
新
政

治
の
異
常
さ
が
際
立
っ
て
い
ま

す
。

預
金
な
ど
１
５
０
０
億
円
は
、

交
通
局
職
員
へ
の
退
職
金
の
支

払
い
な
ど
で
使
い
果
た
し
、
新

会
社
の
手
持
ち
資
金
は
わ
ず
か

70
億
円
で
、
可
動
式
ホ
ー
ム
柵

の
全
駅
設
置
や
防
災
対
策
な
ど

は
不
可
能
に
。「
基
本
方
針
」

で
は
当
面
、
大
阪
市
１
０
０
％

出
資
の
新
会
社
を
つ
く
り
ま
す

が
、
吉
村
市
長
は
将
来
、
株
式

上
場
・
売
却
す
る
完
全
民
営
化

を
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

廃
止
条
例
可
決
に
は
市
議
会

（
定
数
86
）の
３
分
の
２（
58
人
）

以
上
の
賛
成
が
必
要
。
維
新

（
36
人
）、
公
明（
19
人
）だ
け
で

は
58
人
に
達
せ
ず
、
自
民
は
昨

年
12
月
議
会
で
「
あ
く
ま
で
基

本
方
針
へ
の
賛
成
で
あ
り
、
廃

止
条
例
は
別
」
と
い
う
態
度
。

市
民
の
財
産
を
売
り
飛
ば
す
民

営
化
の
阻
止
は
、
市
民
の
世
論

と
運
動
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。廃

止
の
「
都
」
構
想
復
活
、
カ
ジ
ノ

誘
致
・
巨
大
開
発
に
熱
中
し
て
い
る

と
批
判
。
地
下
鉄
・
市
バ
ス
の
民
営

化
は
、
将
来
の
株
式
売
却
で
巨
大
開

発
の
財
源
を
つ
く
る
狙
い
が
あ
る
と

指
摘
し
、「
市
政
や
議
会
の
動
き
を

決
す
る
の
は
市
民
の
世
論
と
運
動
」

と
述
べ
、
と
も
に
奮
闘
す
る
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

　

講
演
し
た
奈
良
女
子
大
学
の
中
山

徹
教
授
は
、
現
在
の
維
新
市
政
が
①

「
都
」
構
想
と
「
総
合
区
」
②
カ
ジ

ノ
・
万
博
③
「
何
で
も
民
営
化
」
の

市
政
改
革
プ
ラ
ン
の
３
つ
を
「
副
首

都
」
の
名
で
進
め
て
い
る
と
分
析
。

「
都
構
想
は
住
民
投
票
の
結
果
を
無

視
し
た
維
新
の
延
命
策
。
総
合
区
の

た
め
に
議
会
だ
け
で
合
区
を
決
め
る

の
も
お
か
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
中
山
氏
は
「
カ
ジ
ノ
の
経
済

効
果
は
マ
イ
ナ
ス
面
を
考
慮
し
な
い

ず
さ
ん
な
も
の
。
客
の
７
割
が
国
内

は
、
地
域
で
の
消
費
は
冷
え
込
む
。

最
悪
の
経
済
対
策
だ
」
と
強
調
。

「
大
阪
・
日
本
経
済
の
低
迷
の
最
大

の
理
由
は
消
費
不
況
。
も
う
け
て
い

る
大
企
業
や
富
裕
層
に
き
ち
ん
と
課

税
し
、
府
民
・
市
民
の
福
祉
や
教
育

を
充
実
し
、
正
規
雇
用
を
増
や
す
こ

と
で
個
人
消
費
を
拡
大
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
な
経
済
活
性
化
策
だ
」
と

力
説
し
ま
し
た
。

回
、
廃
止
条
例
案
を
提
案
し
ま

す
。

　

し
か
し
、
民
営
化
路
線
の
破

綻
は
、
日
本
共
産
党
な
ど
の
議

会
論
戦
を
通
じ
て
明
白
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
下
鉄
会
計
に
あ
る
現
金
・

地
下
鉄･

バ
ス
民
営
化
、「
都
」構
想
、カ
ジ
ノ
誘
致
…

大
阪
市
議
会 

重
要
案
件
焦
点
に

　

大
阪
市
議
会
が
14
日
開
会
し
ま
す（
３
月
28
日
閉
会
予
定
）。
吉
村
洋
文
市
長（
大
阪
維
新
の
会
政
調
会
長
）

は
来
年
度
当
初
予
算
案
の
ほ
か
、
公
営
と
し
て
の
地
下
鉄
・
バ
ス
を
廃
止
す
る
条
例
案
を
提
案
し
、
民
営
化

問
題
は
緊
迫
し
た
局
面
に
。
さ
ら
に
、「
大
阪
都
」
構
想
の
設
計
図
を
つ
く
る
法
定
協
議
会
の
設
置
議
案

や
、
カ
ジ
ノ
・
万
博
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
関
連
予
算
・
議
案
な
ど
、
大
阪
市
の
将
来
を
左
右
す
る
重
大
案

件
が
焦
点
に
な
り
ま
す
。

14日開会民
営
化
は
重
大
局
面

狙
い
は
大
阪
市
廃
止

カ
ジ
ノ
誘
致
へ
暴
走

「大阪市をよくする会・平野区連絡会」の宣伝で、地下鉄・バスの廃止条例案の否決を求める署名を呼び掛ける
日本共産党の小川陽太大阪市議、石谷ひさ子・衆院大阪２区候補＝５日、大阪市平野区内

市
民
集
会
に
550
人

維
新
市
政
転
換
へ

大
阪
市
議
会
開
会
を
前
に
開
か
れ

た
「
市
民
要
求
前
進
を
め
ざ
す
２

・
７
市
民
集
会
」
＝
７
日
、
大
阪

市
東
成
区
内

なくすな！大阪市 売り飛ばすな！市営交通
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